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第1巻　キュウリ・ニガウリ
第2巻　トマト
第3巻　イチゴ
第4巻　メロン類・スイカ
第5巻�　ナス・ピーマン（カラーピーマン，

トウガラシ類）・カボチャ
第6巻�　レタス・サラダナ・セルリー・カリ

フラワー・ブロッコリー
第7巻�　キャベツ・ハクサイ・ホウレンソウ・

ツケナ類・ナバナ類他

第8−①巻�　ネギ・ニンニク・ラッキョウ・
ニラ・ワケギ・その他のネギ類

第8−②巻　タマネギ・アスパラガス
第9巻　ダイコン・ニンジン・カブ・ゴボウ
第10巻　マメ類・イモ類・レンコン
第11巻　特産野菜・地方品種
第12巻　共通技術・先端技術
＊分冊販売はいたしません。
＊年1回追録（加除）を発行します（有償）。

全12巻　13分冊の内容構成

　プロ農家から高齢者，女性，新規就農者まで

　野菜園芸の総合大百科
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全 12 巻　13 分冊　￥154,765 円＋税

・ナガイモの原産・来歴と生理・生態／基本技術と生理／生産者事例
・ブロッコリーの基本技術と生理
・ピーマン・ダイコン・サトイモの新技術

2022年版「追録47号」企画の重点

〈ナガイモの原産・来歴と生理・生態／
基本技術と生理／生産者事例〉

　ナガイモは現場で呼び名が混同されていること
が多い。大きくナガイモとヤマノイモに分けられ
（植物分類学的にはどちらもヤマノイモ科のヤマ
ノイモ属），ナガイモは，さらに，いもの形から
ナガイモ群，イチョウイモ群，ツクネイモ群に分
けられ，ヤマノイモはジネンジョのことである。
今号では，この名称でまとめた。
　さて，そのナガイモ，イチョウイモ，ツクネイモ，

ジネンジョを含むヤマノイモ属の作物の作付け面
積は2005年以降減少傾向が続いているが，興味
深いことに，収穫量と出荷量は2019年，2020年
と持ち直している。これは，ナガイモの最大産地
である北海道の収量が引き上げているようだ。北
海道では近年，いもが太く，収量性が高い品種‘と
かち太郎’の普及が進んでいる。北海道のナガイ
モ生産がヤマノイモ属全体の生産を牽引している
といえそうだ。
　今号では，その北海道のナガイモ栽培の基本技
術や，産地の帯広市川西長いも生産組合の生産者
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　また，画期的な2花蕾どり増収技術を収録。L
字仕立て2花蕾どり技術は，頂花蕾を収穫後，4
～ 5月の端境期に側花蕾を収穫でき，収穫個数を
約70％増加させられる。V字仕立て2花蕾どり技
術（写真2）は，頂芽を摘心して11～ 1月に2本
の側枝から側花蕾を2個収穫でき，収穫個数を約
60％増加させられる。

〈ピーマン・ダイコン・サトイモの新技
術〉

　ピーマンは，台木用品種の最新知見のほか，品
質と収量を向上させつつ化学肥料を減らせる日射
制御型拍動自動灌水（写真3）の技術を収録した。
　ダイコンは，べたがけを用いた春どりの省力生

事例（写真1）のほか，もう一つの主産県である
青森県のナガイモ栽培の基本技術と生産者事例を
収めた。このほか，イチョウイモ栽培，ツクネイ
モ栽培，ジネンジョのパイプ栽培の基本技術をま
とめて収録した。

〈ブロッコリーの基本技術と生理〉

　ブロッコリーは，堅調な消費，水田転作，加工・
業務用需要の拡大を受けて，野菜の中で作付け面
積が最も増加しており（10年で20％増），加工・
業務用での国産シェア奪還に向けた取組みも進ん
でいる。
　今号では，ブロッコリーの主要な4つの作型で
ある，高冷地春まき夏どり栽培，夏まき年内どり
栽培，暖地夏まき冬春どり栽培，冬まき初夏どり
栽培について，生産量上位の産地の基本技術と生
理的知見を収録した。

写真1　北海道帯広市・小泉裕亮さんのナガイモ収穫

写真2�　ブロッコリーのV字仕立て。葉を取り除い
てある

写真3　日射制御型拍動自動灌水装置の設置例

写真4�　臭いや黄変が生じないダイコン品種，悠白
（左），サラホワイト（右）
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産と冬どりの寒害軽減技術，臭いや黄変が生じな
い加工・業務用の新品種（写真4）を紹介した。
　また，栃木県の機械化一貫体系によるサトイモ
湛水栽培も収録。サトイモは高収益が期待できる
土地利用型園芸作物として注目だ。


